


表紙の写真

万が一に備えて

　表紙の写真は、総合防災訓練

の終了後、訓練参加者が集ま

り、整列している時の一コマで

す。

　万が一に備えて真剣に訓練を

する皆さんの熱い思いを肌で感

じました。

今月の主な内容

Ｐ４～５

　税について考えよう

Ｐ６～９

　平成28年度決算報告

Ｐ１０～１１

　人事行政運営等の状況

便利です！

市報は、いつでもどこで

もあなたのそばに・・・

　市ホームページ、マイ広報紙、

マチイロアプリ（ＱＲコード）か

らもご覧いただけます。

　

11

月
５
日
㈰
、
サ
ン
テ
ラ
佐
渡
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
周
辺
を

会
場
に
、
佐
渡
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
32

の
関
係
機
関

と
１
４
４
の
自
主
防
災
組
織
、
一
般
参
加
者
な
ど
、
合
わ
せ
て

約
３
，
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
の
発
生
を

想
定
し
た
訓
練
と
、
津
波
か
ら
の
避
難
訓
練
等
の
各
種
訓
練
を

通
じ
て
相
互
の
緊
密
な
連
携
の
構
築
と
、
皆
さ
ん
か
ら
防
災
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
50

年
に
一
度
の
大
雨
と
い
わ
れ
た
７
月
の
梅
雨
前

線
豪
雨
被
害
や
台
風
被
害
な
ど
の
災
害
が
実
際
に
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
行
い
、
万
が
一
に
備
え
る
こ
と
が

と
て
も
重
要
で
す
。

　

ご
家
庭
や
地
域
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
高
台
や
避
難

場
所
を
確
認
す
る
な
ど
身
近
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
！

佐渡市総合防災訓練

「災害時における消防水等の供給支援協力

に関する協定」を締結！！

　今年８月に、佐渡地区生コンクリート協同組合と、市内で

大規模な災害が発生した場合に、消火等に使う水の確保や運

搬などを行う協定を締結しました。

　今回の総合防災訓練では、建物火災が発生し、消火用水が

不足するという想定で、水を満載したコンクリートミキサー

車から水の供給を受ける訓練を行いました。

　そのほか、地域の安全と安心を守るため、さまざまな企業

や団体と協定を結ぶなど、協力体制を整えています。
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防災や避難に関する情報を伝えます

緊急情報伝達システム「戸別受信機」の設置はお済みですか？

　防災情報などお知らせする『戸別受信機』の設置を受け

付けています。

　まだお申し込みのお済みでない方は、本庁、各支所・行

政サービスセンターでお申し込みください。

　戸別受信機1台は無償貸与です。

　手続きなど詳しくは、お問い合わせください。

　総務部防災管財課　防災安全係　☎６３―３１２５

さまざまな訓練で緊密な連携を構築！

災害ボランティアセンター設置訓練

倒壊家屋救出訓練

ライフライン応急復旧訓練 応急救護所設置訓練

炊き出し訓練

市役所本庁での図上訓練

（災害対策本部会議、通信訓練）

メイン会場で訓練状況を生中継！
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お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

　

市
内
の
11
校
か
ら
２
１
１
編
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
入
選
者
で
す
。

※　集合写真は、「中学生の税についての作文」で受賞された皆さんです。

※　下段の中学生の名前の横に席順を掲載しています。（例：下段左側から1番目＝下左１）

税について考えよう税について考えよう ― 平成29年度納税表彰式 ―

　11月15日(水)、アミューズメント佐渡で平成29年度の納税表彰式が行われ、申告納税制度の普及・発展

や租税教育の推進などに尽力された方々が表彰されました。

佐
渡
税
務
署
長
表
彰

　

松
井　

和
幸
さ
ん

　

（
Ｊ
Ａ
佐
渡
農
業
青
色
申
告
会
）

新
潟
県
教
育
長
賞

　

南
佐
渡
中
３
年　

佐
々
木
悠
真
さ
ん

佐
渡
税
務
署
長
賞

　

畑
野
中
３
年　
　

中
村　

洸
葵
さ
ん

　

真
野
中
３
年　
　

本
間　

美
羽
さ
ん

新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局
長
賞

　

真
野
中
３
年　
　

古
屋　

彩
香
さ
ん

佐
渡
市
長
賞

　

相
川
中
３
年　
　

児
玉　

郁
弥
さ
ん

　

松
ヶ
崎
中
３
年　

長
島　

加
奈
さ
ん

　

金
井
中
３
年　
　

池
田　

夏
寧
さ
ん

佐
渡
市
教
育
長
賞

　

高
千
中
３
年　
　

川
口　

朋
楓
さ
ん

　

新
穂
中
２
年　
　

仲
野　

晶
子
さ
ん

租
税
教
育
推
進
校
税
務
署
長
感
謝
状

　

佐
渡
中
等
教
育
学
校

　

赤
泊
中
３
年　
　

佐
々
木
花
鈴
さ
ん

　

南
佐
渡
中
３
年　

石
原　

照
彦
さ
ん

佐
渡
税
務
団
体
連
絡
協
議
会
長
賞

　

南
佐
渡
中
３
年　

本
間　

海
花
さ
ん

全
佐
渡
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　

相
川
中
３
年　
　

佐
々
木
美
月
さ
ん

　

前
浜
中
２
年　
　

川
上　
　

匠
さ
ん

　

両
津
中
２
年　
　

古
保　

夏
来
さ
ん

　

両
津
中
２
年　
　

石
塚　

由
衣
さ
ん

　

金
井
中
１
年　
　

熊
谷　

有
紗
さ
ん

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
感
謝
状

　

金
井
中
学
校

（
下
左
6
）

（
下
左
5
）

（
下
左
7
）

（
下
左
8
）

（
下
左
4
）

（
下
左
3
）

（
下
左
9
）

（
下
左
10
）

（
下
左
11
）

（
下
左
12
）

（
下
左
2
）

（
下
左
1
）

（
上
左
８
）

（
上
左
４
）

（
上
左
６
）

（
上
左
５
）

（
上
左
７
）
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る
税
で
、
税
率
は
８
パ
ー
セ
ン
ト
。一
億
二

千
万
人
が
定
価
百
円
の
品
を
一
つ
ず
つ
買
え

ば
、
税
収
は
九
億
六
千
万
円
だ
。こ
の
よ
う

に
消
費
税
は
一
人
一
人
へ
の
負
担
が
少
な
い

な
が
ら
、
優
秀
な
財
源
だ
。

　

所
得
税
は
税
率
が
六
段
階
に
わ
け
ら
れ

て
い
る
。
所
得
の
多
い
人
、つ
ま
り
お
金
持
ち

ほ
ど
税
率
が
高
い
。こ
れ
は
所
得
の
多
少
を

考
慮
し
、
生
活
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
り
す

ぎ
な
い
た
め
の
工
夫
だ
。
所
得
税
も
消
費
税

に
並
ぶ
財
源
だ
。

　

さ
て
、こ
れ
ら
で
集
ま
っ
た
税
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

調
べ
て
み
る
と
、
税
は
僕
た
ち
の
暮
ら
し

に
大
き
く
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
身
近
な
例
と
し
て
、
教
科
書
が
あ
る
。
教

科
書
は
税
金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給
さ
れ
て

い
る
。こ
れ
は
、
僕
た
ち
が
将
来
社
会
に
出

て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
と
、
日
本
中
の
人
が

納
め
た
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
他
に

も
、
医
療
、
福
祉
の
充
実
、
ゴ
ミ
の
処
理
、
年

金
、
除
雪
、
災
害
の
復
興
な
ど
、
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
事
柄
に
も
税
金
が
使
わ
れ
て

い
る
。

　

僕
が
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
の

も
、
日
々
を
健
康
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
の

も
、
色
ん
な
人
が
納
め
た
税
の
お
か
げ
だ
。

僕
た
ち
が
納
め
た
税
は
、
最
終
的
に
様
々

な
役
立
つ
形
で
僕
た
ち
に
返
っ
て
く
る
。
税

は
こ
の
国
に
必
要
不
可
欠
な
存
在
だ
。
だ
か

ら
こ
そ
、
無
駄
な
く
、
よ
り
役
立
つ
形
で
使

わ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
納
税
者
で
あ
る

僕
た
ち
も
税
に
対
す
る
関
心
を
持
ち
、
税
に

つ
い
て
理
解
し
、
税
に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

　

は
じ
ま
り
は
弥
生
時
代
。
平
安
で
は
荘

園
、
明
治
に
は
地
租
改
正
。
そ
し
て
現
代
で

は
、
さ
ら
に
進
化
し
幅
広
い
種
類
が
あ
る
。

遥
か
昔
か
ら
国
の
財
政
を
支
え
て
き
た
も

の
。
そ
れ
が
「
税
」
だ
。

　

僕
は
税
に
対
し
て
の
関
心
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
税
が
日
常
生
活
に
は

無
関
係
の
遠
い
存
在
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら

だ
。
だ
か
ら
、こ
の
作
文
を
書
く
に
あ
た
り

調
べ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
で
税
に
対
す
る

理
解
が
深
ま
っ
た
と
思
う
。

　

僕
は
税
に
つ
い
て
考
え
る
中
、
疑
問
が

あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
税
と
は
何
か
。
ラ
ジ
オ

や
ニ
ュ
ー
ス
で
も
税
の
こ
と
を
耳
に
す
る

が
、
税
の
詳
細
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
な
い
。

　

調
べ
て
み
る
と
、税
と
は
国
民
が
よ
り
豊

か
に
安
心
で
き
る
生
活
を
送
る
た
め
の
費
用

だ
そ
う
だ
。だ
か
ら
、全
て
の
人
が
年
齢
も
性

別
も
関
係
な
く
税
金
を
払
っ
て
い
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
日
本
で
は
そ
の
費
用
を
税
金
だ

け
で
は
ま
か
な
い
き
れ
ず
、
公
債
と
い
う
借

金
を
し
て
い
る
。つ
ま
り
、
よ
り
効
率
的
に

税
を
集
め
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
た
だ
、
負

担
が
大
き
す
ぎ
た
り
、一
部
の
人
だ
け
に
負

担
が
か
か
っ
て
も
い
け
な
い
。
そ
こ
で
税
に

は
様
々
な
種
類
が
あ
る
。
特
に
税
収
が
多
い

の
が
、
消
費
税
と
所
得
税
だ
。

　

消
費
税
は
誰
も
が
納
め
た
こ
と
の
あ
る

最
も
身
近
な
税
だ
。
買
い
物
を
す
る
と
か
か

　

平
成
30

年
２
月
16

日
㈮
か
ら
３
月
15

日

㈭
ま
で
の
間
、
市
内
の
会
場
で
、
申
告
受

付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
告
相
談

時
間
の
短
縮
の
た
め
に
、
申
告
書
類
の
円

滑
な
作
成
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
事
業
所
得
（
農
業
・
漁
業
・
営
業
・
不

動
産
所
得
等
）
の
収
支
内
訳
書
は
、
必

ず
ご
自
身
で
作
成
し
て
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
、

受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
医
療
費
控
除
を
申
告
さ
れ
る
場
合
は
、

医
療
を
受
け
た
方
ご
と
、
病
院
や
薬
局

ご
と
に
集
計
し
た
明
細
書
を
作
成
し
て

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
医
療
保
険
者
か
ら
の
医
療
費
通
知
が
あ
る
場
合

は
、
明
細
の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
、
金
額
等
を
入

力
す
れ
ば
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ

れ
、
所
得
税
の
申
告
書
を
作
成
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
63

―
５
１
１
０

「
僕
た
ち
と
税
」

　

南
佐
渡
中
学
校

　
　

３
年　

佐
々
木
悠
真

新
潟
県
教
育
長
賞

暮らしを支える

大切な市税！

納期限までに納付を

お願いします!!

市
税
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
貴
重
な
財
源
で
す

「
平
成
30
年
度
（
平
成
29
年
分
）
市
・
県
民
税
申
告
」
に
向
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

等
の
「
市
税
」
は
、
福
祉
や
子
育
て
、
市
道
の
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
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決　算　報　告決　算　報　告平成28年度

　皆さんから納めていただいた税金などがどのように使われ、どのように財政が運営されているのか

を知ってもらうために、市では毎年２回財政事情を公表しています。

◆一般会計

　一般会計の決算額は、歳入が461億3,805万円、歳出は446億3,318万円となりました。厳しい財政状況のも

と、歳出のより効率的な執行に努めた結果、実質収支※１は10億1,534万円の黒字となりました。
※１　歳入歳出差引収支から翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたものです。

※２　その他の歳入

　諸収入、分担金及び負担金、寄附金、自動車取得税交付金、国

有提供施設等所在市町村助成交付金、配当割交付金、地方特例交

付金、株式等譲渡所得割交付金、交通安全対策特別交付金、利子

割交付金、ゴルフ場利用税交付金です。

性質別分類

・人件費・・・職員給料のほか、議員や非常勤特別職の報酬などに使われたお

金です。

・物件費・・・臨時職員の賃金や各施設の維持管理などに使われたお金です。

・扶助費・・・生活保護など社会保障に使われたお金です。

・普通建設事業費・・・道路・学校・公共施設などの整備に使われたお金です。

＜歳入＞　前年度に比べ30億917万円減額となりました。

＜歳出＞　前年度に比べ30億6,046万円減額となりました。

目的別内訳 性質別内訳

その他の歳入（※2）

15億9,993万円
3.5%

財産収入 2億7,929万円

0.6%

使用料及び手数料
6億8,855万円
1.5%

地方譲与税 4億9,227万円  1.1%

地方消費税交付金
9億9,529万円
2.2%

繰入金  12億333万円
2.6％

県支出金
33億7,184万円
7.3%

市税
52億753万円
11.3%

【市税の内訳】

市債
52億1,651万円
11.3%

地方交付税
222億8,648万円
48.3%

国庫支出金
33億4,346万円
7.2%

国庫支出金
33億4,346万円
7.2%

繰越金
14億5,357万円
3.1%

繰越金
14億5,357万円
3.1%

市民税
20億3,916万円
39.2%

市たばこ税
3億7,995万円
7.3%

軽自動車税
2億4,802万円
4.8%

入湯税
3,400万円  0.6%

固定資産税
25億640万円
48.1%市税合計

52億
753万円

土木費
42億5,163万円
9.5%

衛生費
40億8,452万円
9.2%

農林水産業費
37億4,713万円
8.4%

教育費
36億1,406万円
8.1%

消防費 19億6,481万円
4.4%

商工費 15億4,862万円
3.5%

議会費 1億8,441万円
0.4%

災害復旧費 8,304万円
0.2% 災害復旧事業費

8,304万円
0.2%

維持補修費 7億7,383万円  1.8%

投資及び出資金・貸付金
11億5,037万円
2.6%

労働費 1,463万円
0.0%

民生費
106億2,954円
23.8%

公債費 76億3,417万円
17.1%

人件費
72億724万円
16.2%

普通建設事業費
72億222万円
16.1%

物件費
59億4,983万円
13.3%

扶助費
48億2,667万円
10.8%

繰出金
47億4,465万円
10.6%

補助費等
38億9,804万円
8.7%

積立金
11億6,312万円
2.6%

公債費
74億8,417万円
16.8%

総務費
70億2,662万円
15.7%

歳出決算額
446億

3,318万円

歳出決算額
446億

3,318万円

歳入決算額
461億

3,805万円
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★議会費　3,244円 ★総務費　123,595円 ★民生費　186,969円 ★衛生費  71,845円 ★農林水産業費　65,910円

会　計　名

区　　分

○水道事業会計

決算額

区　　分 平成28年度末現在高

収益的収支※４

一　般　会　計

特別会計

公営企業会計
収　入

支　出

収　入

支　出

25億 　 44万円

26億1,500万円

12億9,138万円

19億2,334万円

592億8,677万円

210億8,245万円

4億6,565万円

145億1,774万円

資本的収支※５

79億7,466万円

7億　447万円

88億1,408万円

30億8,527万円

4億6,724万円

5億6,804万円

36万円

782万円

291万円

163万円

76億8,099万円

6億8,946万円

86億1,450万円

30億　450万円

4億6,051万円

5億4,158万円

9万円

532万円

236万円

150万円

2,225万円

175万円

2億9,367万円

1,501万円

1億9,958万円

5,852万円

673万円

2,646万円

27万円

75万円

55万円

13万円

歳入決算額 歳出決算額 翌年度繰越財源※３ 差引残額

★商工費　27,239円 ★土木費　74,784円 ★消防費　34,560円 ★教育費　63,570円 ★公債費　131,643円

（平成29年3月31日現在の人口56,852人で計算しています。）

※３　翌年度に繰り越して行う事業に充てる財源です。

会　計　名 平成28年度末現在高

区　　分

○病院事業会計

決算額

収益的収支※４ 収　入

支　出

収　入

支　出
73,984,461 ㎡

583,265 ㎡

61,776,716 ㎡

6,708 万円

248億5,275 万円

20億1,335万円

21億3,255万円

2,840万円

2,941万円
資本的収支※５

◆市民一人あたりでは、このくらいのお金が使われました

◆特別会計

　特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理する会計で、国民健康保険特別会計など10会計があります。

行政の運営や市税の徴収、

広報紙の発行などに使われ

たお金

議会の運営に使われたお金

高齢者、障がい者福祉や子

育て支援の充実などに使わ

れたお金

ごみ処理や保健事業などに

使われたお金

農林水産業の振興などに使

われたお金

学校教育の充実や生涯学

習の推進などに使われたお

金

市の借金返済のために使

われたお金

防災や救急活動などに使わ

れたお金

道路や住宅の整備などに使

われたお金

商工業や観光の振興に使

われたお金

◆公営企業会計

　公営企業会計は、民間企業と同じような経営

をしている事業で、水道事業会計、病院事業会

計があります。

◆市債

　市債は、市が大きな事業を実施した時に借り入れた

お金で、市の借金にあたります。

◆市の財産

　庁舎、保育園、小・中学校などの建物や土地、市の貯

金にあたる基金などの状況は次のとおりです。

※４　収益的収支   

　経営活動で発生する利益とそれに対応する経費です。 

※５　資本的収支   

　将来の経営活動に備えて行う建設改良費や企業債償還金

などの支出とその財源となる収入です。

※６　基金は、ある目的のために積立て、準備しておく資金のことで、

「教育文化振興基金」、「トキ環境整備基金」などの基金があります。

下 水 道

すこやか両津

水 道 事 業

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険

下 水 道

歌 代 の 里

す こ や か 両 津

五 十 里 財 産 区

二 宮 財 産 区

新 畑 野 財 産 区

真 野 財 産 区

▽土　　　地

▽建　　　物

▽山　　　林

▽有 価 証 券

▽各基金※６計
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平成28年度に行った主な事業の取り組みをご紹介します

皆さんから納めていただいた大切な税金は、

さまざまな事業で使われています

昨年5月に開設した金井保育園併設の

病後児保育室「ほほえみ」

■公立保育所運営事業
6億7,702万円

　保護者の多様な就労形態などを考慮し、一定の施

設において土曜日の一日保育や病後児保育を実施す

ることで、子育てと仕事の両立を図りました。

民生費　106億2,954万円民生費　106億2,954万円

■すこやかな妊娠・出産事業
3,683万円

　妊娠中の健康保持、異常の早期発見、治療を支援

するため、妊婦健康診査費用に対して助成するとと

もに、妊娠を希望し特定不妊治療を行う夫婦に対し

て、治療費の一部および船賃を助成し、経済的負担

の軽減を図りました。

衛生費　40億8,452万円衛生費　40億8,452万円

■交流居住・定住促進対策事業
　3,021万円

　人口減少に伴う地域活力の低下を防ぐことを

目的に、移住支援情報のＰＲ、誘導策の展開、

受入体制の整備を行い、島外人材のＵ・Ｉター

ンを促進しました。

総務費　70億2,662万円総務費　70億2,662万円

■安全・安心まちづくり事業
　2億1,622万円

　道路、河川等の修繕工事について、各集落

（地域）からの身近で比較的小規模な要望に対

し、広域的なバランスに配慮しつつ早期の工事

発注で、市民の生活環境改善および継続的な雇

用の確保を図りました。

土木費　42億5,163万円土木費　42億5,163万円

8市報さど　平成29年12月号



お問い合わせ　企画財政部財政課　予算係　☎６３―３１１４

就農促進イベントでアピール

3月19日に開催された中高生のプロジェクト

発表会「佐渡のしゃべり場」の様子

■集落営農・担い手支援事業
1億7,824万円

　首都圏で開催される就農促進イベント等に積極的に参加し、

島内での就農希望者の掘り起こしを行うとともに、農業用機械

等の導入や農地の集積、新規就農者、里親などを支援し、地域

担い手の確保を図りました。

■佐渡米品質向上プロジェクト事業　3,337万円
　農家サポーターを活用した栽培技術の情報発信および農業者の意欲向上策に取り組むとともに、佐

渡米の品質向上を図るため、基本技術の指導のほか色彩選別機の導入支援を行いました。

農林水産業費　37億4,713万円農林水産業費　37億4,713万円

■中学校総合学習支援事業　888万円
　佐渡のキャリア教育を積極的に考える企業、ＰＴＡ、地域お

こし協力隊、教員等で組織するキャリア教育ネットワークミー

ティングを中心に中学生・高校生と大人をつなぐプログラムや

地域課題解決型体験活動等を実施しました。

■ジオパーク推進事業　3,993万円
　交流人口の拡大のため、サイトを快適に巡るジオツアーの開発、プロモーションビデオや巨大床面

地形図を活用して国内外に佐渡ジオパークの魅力を発信しました。また、県内でジオパークを推進す

る地域と連携して「ジオパーク新潟国際フォーラム」を開催しました。

教育費　36億1,406万円教育費　36億1,406万円

■周遊滞在型観光推進事業　5,557万円
　旅行会社が造成する旅行商品において、佐渡金銀山を含めた３資産を活用した２泊以上の商品造成

への支援を実施し誘客を図るとともに、ガイドの利活用を併せて行いました。

■RESASおよび佐渡航路データ等を活用した佐渡版DMO
　形成事業　9,078万円
　観光地域づくりプラットフォーム（佐渡版DMO）の形成を目指したマーケティングデータの収集と

分析を進めるため、モニターツアー等を実施するほか、佐渡航路利用者の属性情報を集約するシステ

ムの構築、国の地域経済分析システム（RESAS）の活用や産業連関表の作成を行いました。

商工費　15億4,862万円商工費　15億4,862万円

リ ー サ ス
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職種等 人数

佐渡市人事行政運営等の状況佐渡市人事行政運営等の状況 総務部総務課 人事係

☎６３―３１１１

一般行政

建築技師

保 健 師

保 育 士

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職

技能労務職

支給された主な手当の名称    

防疫等作業手当、行旅病人等収容手当、危険手当、夜間

介護手当、夜間看護手当、異常圧力内作業手当、有害物

取扱手当、滞納処分手当、徴収手当、衛生処理手当、診

療手当、特殊診療手当、役職手当、待機手当、応援診療

手当      

退職事由 合計

22

12

20

5

3

1

3

3

3

1

1

1

1

4

26

定年退職

勧奨退職

自己都合

区分

部門

区分
H25年 H26年 H27年 H28年 H29年

職員数

H28
年度

H29
年度

対前年
増減数

6

182

32

195

66

55

30

55

621

138

181

319

114

34

14

95

257

1,197

6

168

29

200

60

56

29

51

599

132

180

312

113

33

13

98

257

1,168

0

△ 14

△ 3

5

△ 6

1

△ 1

△ 4

△ 22

△ 6

△ 1

△ 7

△ 1

△ 1

△ 1

3

0

△ 29

議会

総務

税務

民生

衛生

農水

商工

土木

小計

教育

消防

小計

病院

水道

下水道

その他

小計

普通会計

公営企業等
会計

計

職 員 数

増 　 減

職 員 数

増 　 減

職 員 数

増 　 減

1,001

278

1,279

43.1歳

49.0歳

308,245円

277,163円

353,148円

295,336円

977

△ 24

269

△ 9

1,246

△ 33

955

△ 22

260

△ 9

1,215

△ 31

940

△ 15

257

△ 3

1,197

△ 18

911

△ 29

257

0

1,168

△ 29
合計

退職事由 合計

4

58

そ の 他

計

職種等 人数

介 護 員

看 護 師

臨床検査技師

歯科衛生士

職種等 人数

管理栄養士

放射線技師

消 防 士

計 一
般
行
政
部
門

特
別

行
政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

⑴ 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

区分 初任給

一般行政職

技能労務職

大　学　卒 

高　校　卒 

高　校　卒 

中　学　卒 

167,600円

146,100円

143,500円

131,700円

⑵ 職員の初任給の状況

区分 自己都合 勧奨・定年

20.445月分

29.145月分

41.325月分

49.59月分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の加算措置

25.55625月分

34.5825月分

49.59月分

49.59月分

定年前早期退職者2～20％加算　

⑸ 退職手当（支給月数）

区　　分 H27年度決算 H28年度決算

149,761千円

124千円

支給実績

職員１人当たり
平均支給年額

165,800千円

139千円

⑺ 時間外勤務手当

支給実績   

支給職員１人当たり平均支給年額   

職員全体に占める手当支給職員の割合   

手当の種類（手当数）

97,530千円

 744,504円

 11.0％

15

⑹ 特殊勤務手当（平成28年度）

区　　分 支給額・割合

1,384 千円

2.60月分（1.45）月分

1.70月分（0.80）月分

１人当たり平均支給額

期末手当支給

勤勉手当

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　5～15％

⑷ 期末手当・勤勉手当（平成28年度）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般
行政職

技能
労務職

241,100円

211,200円

-　　円

-　　円

278,700円

241,100円

257,300円

240,800円

318,200円

289,300円

264,000円

259,500円

大学卒

高校卒

高校卒

中学卒

⑶ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

⑴ 職種別採用者数

平成28年4月2日～平成29年4月1日

⑷ 定員管理の状況

　国の示した「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな指針」を踏ま
えて策定した「佐渡市行政改革大綱」に基づき、勧奨退職制度の積極的運用や新規
採用職員の抑制等により、職員削減に取り組んでいます。
　今後も新たな行政課題等への対応や将来の財政状況を考慮し、真に必要な職員数
を見極めながら、定員適正化計画を検証していきます。

⑵ 平成28年度事由別退職者数

平成28年4月1日～平成29年3月31日

⑶ 部門別職員数

職員の任免および職員数に関する状況

（注）職員数は正規職員等の人数で特別職は
　　含みません。（注）職員数は正規職員等の人数で特別職は含みません。

（注）初任給は学校卒業後すぐに採用された場合の月額です。

（注）経験年数とは、採用前に民間企業勤務経験などがある場合には
　　その期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

（注）(  )内は、再任用職員に係る支給割合です。再任用職員とは、定年
　　退職等により退職した後、改めて採用された職員をいいます。

（各年4月1日現在）

（各年4月1日現在）

（平成29年4月1日現在）

（平成29年4月1日現在）

（平成29年4月1日現在）

（平成29年4月1日現在）

1

職員給与の状況2
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特
別
休
暇

「佐渡市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、人事や給与等の公平性と透明性を高めるため、

毎年公表しています。

手当名 内容および支給単価 支給実績

配偶者　13,000 円　　配偶者以外１人につき　6,500円
(配偶者がいない場合、そのうち１人について、11,000円)      
(満15歳に達する日後の最初の4月1日から満22歳に達する日以後の最初の3月31日までの間に
ある子１人につき5,000円加算)      

通勤距離が片道2km以上の者に支給
交通機関利用者(バス等)：負担している運賃の額に応じて最高55,000円
交通用具等使用者(自動車等)：片道の使用距離に応じて2,900円～44,100円 

扶養手当

住居手当

通勤手当

区　分 勤務時間等

毎週月曜日から金曜日までの週５日間（国民の祝日および12月29日から1月3日までを除く）

7時間45分         

38時間45分         

勤務を要する日 

１日当たりの勤務時間 

１週当たりの勤務時間 

種　類 日数等 使用実績

1年につき20日間付与      

負傷または疾病による療養のための必要最小限度の期間  

出産予定日までの6週間（多胎妊娠は14週間） 

法定健診時の場合で必要な期間

出産日の翌日から8週間

婚姻する職員に対し、最大8日間      

配偶者の出産に際し、最大2日間      

職員の妻の産前産後期間中に、子の養育のため最大5日間

就学前の子の看護を行う場合、最大7日間

親族が死亡した場合、続柄および生計関係に応じ、1日～10日間 

父母の法要に際し、1日

6月から9月までの間において、5日間

要介護者の介護等を行う場合、最大７日間（要介護者が２人以上の場合は14日間）

骨髄移植のために必要な検査、入院等のために必要と認められる期間

生理日の就業が著しく困難な場合　連続する２日以内で必要とする期間

妊娠期間中、最大14日間

平均使用日数 

取得人数 

取得人数 

取得人数 

取得人数 

取得人数 

取得人数 

取得人数 

取得人数 

取得人数 

取得人数 

平均使用日数 

取得人数 

取得人数 

取得人数 

取得人数 

9.9日

111人

19人

12人

19人

7人

7人

3人

69人

123人

7人

4.6日

16人

0人

0人

3人

　 年次休暇 

　 療養休暇

産前休暇

妊産婦の健康診断

産後休暇

結婚休暇

配偶者出産休暇

男性職員の育児参加

子の看護休暇

親族死亡休暇

父母追悼休暇

夏季休暇

短期介護休暇

骨髄提供休暇

生理休暇

妊娠体調不良休暇

 

138,704千円

 

 

36,706 千円

97,886 千円
 

 

種　類 日数等 使用実績

負傷、疾病または老齢により親族を介護しなければならない場合、最大6月 取得件数2件(人）介護休暇

種　類 男 女 計

3人

0人

19人

0人

22人

0人

育児休業

部分休業

処分名 人数

15人休職

事由

心身の故障

研修区分 受講者数

48人

82人

73人

884人

階層別研修 

専門研修 

窓口応対研修 

庁内職員研修 

⑻ その他の主な手当（全会計）（平成28年度）

⑴ 勤務時間

⑴ 分限処分の件数および処分事由

⑵ 懲戒処分　平成28年度懲戒処分　9人

⑴ 職員研修の実施状況 ⑵ 勤務成績の評定の状況

　職員の能力や適正に応じた

適材適所の配置などへの活用

を図ることを目的として、人事

評価制度を運用しています。

⑴ 福利厚生制度に関する状況

　 人間ドック受診者　796人　　一般健康診断受診者　542人

⑵ 公務災害の状況

 　公務災害　9件　　通勤災害　0 件

⑴ 勤務条件に関する措置の状況

　 平成28年度措置要求　なし

⑵ 不利益処分に関する不服申立ての状況

 　平成28年度不服申立て　なし

　職員の服務上の基準として、法令等および職務上の命令に

従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念

する義務、政治行為の制限、争議行為などの禁止、営利企業な

どの従事制限があります。

⑵ 休暇制度

ア 有給休暇の取得状況  （平成28年度）

⑶ 育児休業等の取得状況

　  （平成28年度中に新たに育児休業を取得した職員）

イ 無給休暇の取得状況

　 　　　（平成28年度）

借家、借間：月額10,000円を超える家賃を支払っている職員に対し、家賃の額に応じ最高
27,000円まで支給

職員の勤務時間その他の勤務条件

（注）一般職の標準的な勤務時間です。

3

職員の分限および懲戒処分の状況（平成28年度）4

職員の研修および勤務成績の評定状況（平成28年度）6

職員の福祉および利益の保護に関する状況（平成28年度）7

新潟県市町村総合事務組合公平委員会の業務の状況8職員の服務の状況5
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広報担当がいく！

しまの話題とるっちゃ～。

チェックポイントのスタンプも楽しみの一つです

環境賞グランプリで受賞された皆さん

　初日の小木ジオサイト・千石船の里コー

スは、伝統的な町並みやジオサイトが楽し

める琴浦～宿根木遊歩道（海岸）を歩く、

とても魅力的なコースで、島内外から参加

した約200人が、気持ちよい風を受けなが

ら自然を楽しんで歩きました。

　「すごいきれいな景色。砂浜や岩場の

コースを初めて歩いた」と笑顔で息を切ら

しながら話してくれる参加者もいて、とて

もよい思い出になったようです。

　市役所からのお知らせを職員がCNSテレビ（佐渡

市ケーブルテレビ）でお伝えしています。

　すでにカメラ慣れしたベテラン職員から、緊張し

ながら収録に臨む職員もいますが、皆さまに分かり

やすくお伝えしますので、ぜひご覧ください。

　放送時間（30分番組）12:30、16:00、20:00

　佐渡市環境フェアで、イルカさんの環境講演会や環境保

全活動団体などのブース展示、佐渡環境賞グランプリ表彰

式などが開催されました。

　さまざまな活動紹介を通じて、環境保全活動の大切さを

あらためて知る機会となったようです。環境の島佐渡を目

指し、活動の輪がさらに広がるといいですね。

※佐渡環境賞グランプリで受賞された皆さんの活動は、市ホーム

ページでご紹介しています。

美しい自然をゆっくりと楽しむ「佐渡トキツーデーウオーク」美しい自然をゆっくりと楽しむ「佐渡トキツーデーウオーク」

市役所おススメ情報112ｃｈ

   　もうご覧になりましたか?

市役所おススメ情報112ｃｈ

   　もうご覧になりましたか?

10/2710/27

10/2110/21

環境を考える「佐渡市環境フェア」開催環境を考える「佐渡市環境フェア」開催 11/511/5

12市報さど　平成29年12月号



11/1211/12
　閉校した学校の体育館で行う地域でつくる文化

祭が、赤泊地区の川茂集落で開催されました。

　今年で3回目となる文化祭は、自慢の一品や昔

の写真など多くの展示がされ、約200人の方が触

れ合いや昔を思い出し、楽しいひとときを過ごし

ました。

　地域の団結と、地域を愛する気持ちが垣間見れ

た文化祭でした。

　スキーやスノーボードなど楽しいウィンタースポーツの

時期になってきました。

　市営平スキー場は、今まではハンガーリフト（ロープリ

フト）でしたが、今年、待望の「チェアリフト」が設置さ

れました。

　使用しやすいチェアリフトが設置されたことによ

り、子どもや初心者の方でも気軽に冬のスポーツを

満喫することができます。

　冬の遊び場として、新しくなったスキー場をぜひ

ご利用ください。

　オープンは、平成30年1月13日（土）の予定です。

地域でつくる　あたたかい文化祭「かわも文化祭」地域でつくる　あたたかい文化祭「かわも文化祭」

　加茂湖漁業協同組合で、カキの出荷作業が始ま

りました。

　作業員のみなさんは、水揚げされたカキ殻から

一つ一つ丁寧にカキの身を取り出していました。

　カキの出荷は４月頃までつづき、主に新潟方面

へ出荷されるとのことです。

　冬の味覚「カキ」、ぜひとも堪能したいです

ね！

冬の味覚「カキ」の出荷作業始まる冬の味覚「カキ」の出荷作業始まる

チェアリフトで楽々！

   　市営平スキー場に新しくチェアリフトが設置されました

チェアリフトで楽々！

   　市営平スキー場に新しくチェアリフトが設置されました
だいら

11/1411/14

11/1811/18

32台のチェアリフトを取り付け

市報さど　平成29年12月号13



両津

相川

佐和田

金井

新穂

畑野

赤泊

地区 相談日 時　間 会　場

12月23日(土・祝)
  1月  7日(日)

  1月10日(水)

12月27日(水)

  1月10日(水)

  1月  5日(金)

  1月10日(水)

12月20日(水)

両津福祉センター
しゃくなげ

あいかわ開発総合センター

佐渡中央会館

金井コミュニティセンター

新穂行政サービスセンター

松ヶ崎総合センター

赤泊福祉保健センター
やすらぎ

13:00～16:00

9:00～12:00

9:00～12:00

13:00～16:00

9:00～12:00

9:00～12:00

13:30～16:30

期
間　

平
成
30
年
１
月
20
日
㈯
ま
で

時
間　

午
後
４
時
〜
午
前
０
時

※
天
候
に
よ
り
日
時
等
に
変
更
が
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
入
口
の

時
計
台
周
辺

　

時
計
台
装
飾
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

装
飾
、
手
作
り
ツ
リ
ー
装
飾
、
ア
ー
チ

型
ト
ン
ネ
ル
装
飾
等
（
予
定
）

　

畑
野
商
工
会　

☎
66
―
２
４
５
８

　

相
談
は
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。

　

直
接
、
開
催
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

佐
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
81
―
１
１
５
５

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

12
月
18
日
(月)
〜
22
日
(金)

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、

担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の

ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
63
―
６
９
８
７

　

（
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

12
月
18
日
(月)
〜
22
日
(金)

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

市
内
の
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と

な
っ
て
い
る

　

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
52
―
６
２
５
２

　

（
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

有

　

料

　

広

　

告

お
　
知
　
ら
　
せ

INFORMATION

マ
ー
ク
の
説
明

かわら版かわら版情
報

催
　
　
し

相
　
　
談

心
配
ご
と
相
談
所

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料
相
談

畑
野
商
工
会
青
年
部

　
　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ 
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ

　
　
（
幸
せ
な
時
間
を
与
え
る
場
所
）
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　日時 休館日 会場

　対象者 料金（記載がないときは無料）

　定員 内容 持ち物

　講師 その他 締め切り

　申し込み 　問い合わせ

　FAX 　電子メール



有

　

料

　

広

　

告

会
社
・
お
店
な
ど
の
広
告

（
有
料
）
を
募
集
中
！

・ドローンによる農薬散布など 

・民泊を容易にする住宅宿泊事業法 

・規制を受けない民泊も  (近く施行) 

・ＡＩ（人工知能）を活用する事業 

・相続・成年後見  は後藤事務所へ 

佐渡市小木町４６５－１ 

(携帯)０８０－３４３４－９９３６ 

(電話)０２５９－８６－１１００ 

特定行政書士・海事代理士 後 藤 浩 昌  

　入居申し込みには、所得要件など申込資格要件があります。詳しくは、お問い合わせ

ください。市ホームページで募集内容をお知らせしています。

　 12月28日（木）午後５時　入居予定　平成30年1月下旬

　・　建設部建設課　住宅・都市計画係 　☎６３―５１１８

　　　各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口

　

多
年
に
わ
た
り
市
の
監
査
委
員
と
し

て
職
務
に
尽
力
し
、
顕
著
な
功
績
を
残

さ
れ
た
清
水
一
次
さ
ん
（
新
穂
瓜
生

屋
）
が
、
地
方
自
治
法
施
行
70

周
年
記

念
監
査
事
務
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

10

月
24

日
、
三
浦
市
長
よ
り
総
務
大

臣
か
ら
の
表
彰
状
を
お
渡
し
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

監
査
委
員
事
務
局

　

☎
63

―
３
１
１
２

　

会
社
や
お
店
な
ど
の
宣
伝
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
「
市
報
さ
ど
」
に

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

募
集
す
る
広
告
の
規
格
と
掲
載
料
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

総
務
部
総
務
課
広
報
戦
略
室

　

広
報
広
聴
係　

☎
63

―
５
１
３
９

両津

金井

新穂

畑野

小木

赤泊

1

1

1

1

1

1

木造2階共同建て

木造平屋一戸建て

木造平屋一戸建て

木造平屋長屋建て

木造2階共同建て

木造２階長屋建て

21,500～42,200

42,000【定額】

18,400～36,100

18,200～35,800

36,000【定額】

33,000【定額】

H5

H6

H5

H18

H9

H17

2LDK

3DK

3DK

3K

2LDK

1LDK

原黒住宅１

吉井第2住宅

青木第2住宅

野高屋住宅団地(1)

木野浦団地

小熊住宅

公営住宅の入居者を募集します

　インフルエンザが流行する季節になりました。イ

ンフルエンザは、「感染しない・させない！」ことが

大切です。

　外から帰ってきたと

きの「うがい・手洗い」

などはもちろん、病院へ

お越しのときには次の

ことにご注意とご協力

をお願いします。

☆まずは電話で予約をお願いします。

☆発熱や下痢などの症状がある方は、電話でそ

の旨をお伝えください。

☆病院には、患者さんや付添いの方もマスクを

付けてお越しください。

　両津病院　☎２３―５１１１

「インフルエンザ」に

　　　　　　ご注意ください

大切な資源！テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機などは家電リサイクルへ！！

募　
　

集

監
査
事
務
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た

お

知

ら

せ
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両津病院　☎23-5111

相川病院　☎74-3121

佐渡市休日急患センター（9：00～16：00）　
☎63-3121

ごみ収集　クリーンセンター直接持ち込み
※各地区のごみ集積所の収集日は、ごみカレンダーで
　ご確認ください。

し尿処理

両津クリーンセンター　☎24-1700／佐渡クリーンセンター　☎52-3336／南佐渡クリーンセンター　☎86-2373／
し尿受入施設　☎52-2797／環境対策課　☎63-3113

中央図書館　☎63-2800
　9：00～18：00（土・日は17：00まで）
地区図書館（両津・小木・さわた・真野）
　9：00～17：00
　（真野は火～金18：00／土・日17:00まで）

図書室（相川・新穂・畑野・羽茂・赤泊）9：00～17：00
　（相川・新穂・羽茂は水曜日休館、畑野・赤泊は木曜
　日休館）

佐渡スポーツハウス　☎55-2566
　トレーニング室（8：30～22：00）
　テニスコート（8：30～日没）
　温水プール（月休館／火～金 13：00～20：00
　／土 10：00～20：00／日祝 10：00～17：00）
　体育館（8：30～22：00）

佐渡市陸上競技場　☎55-4620
　（4月～11月　8:30～20:00／12月～3月　8:30～18:00）

両津総合体育館　☎27-7080（8:30～22:00）

サンテラ佐渡スーパーアリーナ（佐渡市総合体育館）

☎67-7645

相川体育館／新穂体育館／新穂武道館／真野体育館／

真野武道館／赤泊体育館／小木Ｂ＆Ｇ海洋センター／

羽茂Ｂ＆Ｇ海洋センター　※小木体育館(休館中）

・両津郷土博物館 通年休館【見学は予約制】
・新穂歴史民俗資料館 12月～2月休館【見学は予約制】
・相川技能伝承展示館 12月～2月休館【陶芸体験・裂織体験は予約制】
　教育委員会社会教育課佐渡学センター（佐渡博物館内）　☎52-2447       

市役所、各支所・行政サービスセンター　☎63-3111（代表）
出生や死亡など戸籍の届出は、閉庁日も宿日直が受け付けます。

12月

28日㈭ 29日㈮ 30日㈯ 31日㈰ 1日㈪ 2日㈫ 3日㈬ 4日㈭

1月

12月

28日㈭ 29日㈮ 30日㈯ 31日㈰ 1日㈪ 2日㈫ 3日㈬ 4日㈭

1月

12月

28日㈭ 29日㈮ 30日㈯ 31日㈰ 1日㈪ 2日㈫ 3日㈬ 4日㈭

1月

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休休

休休休 休

休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休 休 休

休 休

休 休

休 休

休 休

休 休

休 休

休 休

休 休 休 休

休 休

休 休

休 休 休 休 休 休

休 休 休 休

空欄・・・通常業務

平成29年度　年末年始のお知らせ平成29年度　年末年始のお知らせ

トキ資料展示館　☎22-4123
　8：30～17：00（入館締切16：30）

トキふれあいプラザ　☎24-6550
　8：30～17：00（入館締切16：30）

トキ交流会館　☎24-6040 

佐渡市防災センター　☎51-0123（6人以上要申込）
　10：00～16：00（月曜休館） 

※臨時開館中、個人で利用することが可能ですが、
体育館の１部を団体専用利用としています。団体利
用の希望は、１団体につきバスケットコート１面ま
で、2時間を上限に事前予約を行います。（団体利用
申込受付は12月20日(水)まで）

佐渡博物館／佐渡植物園／史跡佐渡奉行所跡／赤泊

郷土資料館／相川郷土博物館／幸丸展示館／佐渡国

小木民俗博物館／畑野鳥越文庫

市
立
病
院
等

ご
み
・
し
尿

図
書
館
・
図
書
室

社
会
体
育
施
設

博
物
館
・
資
料
館
等

ト
キ
の
森

公
園

臨時開館

9:00～17:00

臨時開館

9:00～17:00

間違えないで！使用済みの蛍光灯・水銀入り体温計は「有害ごみ」！
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　市内障がい福祉施設が相互理解と協同活動の

推進のためにネットワークを作りました。

　このコーナーでは、各施設の活動をご紹介しま

すので市民の皆さまもぜひご利用ください。

お問い合わせ　

　市民福祉部社会福祉課　障がい福祉係

　☎６３―５１１３　FAX６３―５１２１

　サウスクラブでは、利用者と職員で商品の検討会を行い、新

商品を開発しています。

　紹介するバニラカスタードパンは、今までに無い形と、サウス

クラブで初めてのパリっとした食感にこだわり、何回も試作を

繰り返してやっと誕生したパンです。パイの様な見た目と、甘さ

控えめで濃厚なカスタードクリームがおすすめです。

　サウスクラブから毎日、パンと一緒に元気もお届けできるよ

う頑張っています。

お問い合わせ　

　障がい福祉サービス事業所　サウスクラブ

　羽茂本郷525番地4　☎８８―２８１５　FAX６７―７１５６

　みんなでサポーター『授産さぽっちゃあ』に登録して、障がいのある方の「働く」を応援してください。

　お問い合わせ　市民福祉部社会福祉課　障がい福祉係　☎６３―５１１３　FAX６３―５１２１

第16回 おすすめの一品佐渡授産ネットワークからの
お知らせ

サ ウ スクラブ

「バニラカスタードパン」

パリッとした食感がこだわりの一品！

ご協力：聴
き

手
て

記
き

の会

第
８
回　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
手
話
講
座

今
月
の
手
話
は
！

『
ほ

じ

ょ
犬

』

　

『
お
節
介
』
と
『
親
切
』
は
違
い
ま
す

　

大
切
な
の
は
「
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」
の

声
か
け
で
す
。

　

「
親
切
」
と
は
、
こ
ち
ら
の
思
い
の
押
し
付
け
で
な
く
、
情
報
を

与
え
て
自
分
で
判
断
や
行
動
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

「
お
節
介
」
と
は
、
知
ら
な
い
だ
ろ
う
、
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
偏
見
か
ら
押
し
付
け
る
こ
と
で
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
さ
え

取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。

　

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
で
も
自
立
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
意
思
を
尊
重
し
、
温
か
く
見
守
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ほ
じ
ょ
犬
は
、
目
や
耳
や
体
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
生
活
を
お
手
伝
い

す
る
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
大
切
な
手
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

授 産 さ ぽ っ ち ゃ あ（障がい者授産品応援サポーター）募集！

①助けるの手話

　左手は親指を

立てあとは握る。

　右手はひらい

たまま、右手で

左手の親指の付

け根をトントンと

叩く。

②犬の手話

　頭の上に両

手を持って行

き、両手を折

る。（耳がたれ

ている犬の耳

のイメージ）

 



相
川
中
学
校

が
ん
ば
っ
て
ま
す

今
　

相
川
中
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
中
心
に
「
佐
渡
学
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

校
区
内
に
佐
渡
金
銀
山
が
あ
り
、

地
域
を
挙
げ
て
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
め
て
い
ま
す
。

相
川
中
学
校
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
し
て
、
登
録
に
向
け
て
応
援
を
し

て
い
ま
す
。そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

  

佐
渡
奉
行
所
や
京
町
通
、
北
沢
浮

遊
選
鉱
場
跡
な
ど
で
、
観
光
客
を
相

手
に
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相

川
の
良
さ
が
伝
わ
る
よ
う
毎
年
改
善

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
米
山
新
潟
県
知
事
が

相
川
を
訪
れ
、
ガ
イ
ド
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

相
川
鉱
山
祭

 
 

７
月
に
行
わ
れ

た
「
相
川
鉱
山
祭
」

で
お
け
さ
流
し
に

参
加
し
ま
し
た
。

唄
、
笛
、
三
味
線
、

太
鼓
、
踊
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
練
習
し
た

成
果
を
発
表
す
る

場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

無
名
異
焼
き

　

相
川
中
学
校
に

は
、
電
動
ろ
く
ろ

を
完
備
し
た
立
派

な

陶

工

室

が
あ

り
、
佐
渡
金
銀
山

中
か
ら
産
出
さ
れ

た
土
を
用
い
た
無

名
異
焼
き
づ
く
り

に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。

　

歴
史
と
文
化
が
薫
る
相
川
地
区
に
生

ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
。
郷
土
に
愛
着

と
誇
り
が
も
て
る
生
徒
の
育
成
を
進
め
、

「
佐
渡
学
」
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66―

４
８
９
８

教育委員会社会教育課

　

10
月
７
日
㈯
、
金
井
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
駅
伝
大
会
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
風
ぐ
る
ま
☆
ス
ー
パ
ー
駅
伝

大
会
で
は
、
13
チ
ー
ム
57
人
の
選
手
が
参

加
し
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

仮
装
賞
に
ピ

コ
太
郎
さ
ん
が

受
賞
さ
れ
、
会

場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

午
後
の
赤
と
ん
ぼ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
で
は
、
56
人
の
選
手
が
１
位
目
指
し

て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
の
言
葉
の
と
お
り
、
小

学
生
か
ら
年
配
の
方
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
ん
だ
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

真
野
地
区
公
民
館
で
は
、
10
月
28
㈯
と
29

日
㈰
の
２
日
間
に
渡
り
、
真
野
体
育
館
で
文

化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

準
備
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
、
公
民
館
自

主
講
座
の
皆
さ
ま
、
地
区
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
保
育
園

や
福
祉
施
設

の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
得

て
、
地
区
の

芸
術
・
文
化

を
継
承
す
る

６
０
０
点
あ

ま
り
の
素
晴

ら
し
い
作
品

の
数
々
を
展

示
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
当
日
は
小
さ
な
お
子
さ
ま
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
２
日
間
で
延
べ
７
３
０
人
を

超
え
る
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
世
代

間
交
流
と
し
て
も
大
変
有
意
義
な
２
日
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
10
月
の
最
終
土
曜
日
・
日
曜
日
に

開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
（
金
井
地
区
）

真
野
地
区
文
化
祭

〜
つ
な
げ
よ
う
広
げ
よ
う
真
野
〜

　
　
　
　
　
　
（
真
野
地
区
）

あ

の

ま

ち

こ

の

ま

ち
ピコ太郎さんの力走？

芸術的・文化的な数々の力作が並ぶ
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そ
し
て
、
何
よ
り
圧
巻
は
、
火
山
の
噴

火
に
よ
っ
て
た
ま
っ
た
火
砕
流
堆
積
物
の

岩
山
と
そ
の
中
を
突
き
抜
け
た
大
き
な
岩

脈
で
す
。
こ
れ
ら
の
岩
石
は
当
時
（
２
千

万
年
前
）
の
火
山
活
動
の
激
し
さ
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
脈
を
ル
ー
ペ
で
観
察
す
る
と
ガ
ラ
ス

の
玉
の
よ
う
な
も
の
が
た
く
さ
ん
見
ら

れ
、
こ
の
よ
う
な
つ
く
り
を
「
真
珠
岩
構

造
」
と
呼
び
ま
す
。
真
野
の
椿
尾
石
や
羽

茂
の
小
泊
石
に
も
共
通
し
た
特
徴
で
こ
れ

ら
の
石
は
加
工
し
や
す
い
石
と
し
て
古
く

か
ら
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
二
見
半
島

の
端
っ
こ
に
は
面
白
い
地
形
、
岩
石
、
生

き
物
が
観
察
で
き
る
見
ど
こ
ろ
満
載
の
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
自
然
探
究
講
座
で
は
こ
れ

ま
で
佐
渡
の
先
端
を
探
索
し
て
き
ま
し

た
。
北
端
の
「
大
野
亀
」
、
南
東
の
端

「
姫
崎
」
、
北
西
の
端
「
二
見
台
ヶ

鼻
」
、
い
ず
れ
も
風
光
明
媚
な
場
所
で
ジ

オ
パ
ー
ク
的
な
見
ど
こ
ろ
と
し
て
一
級
の

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

今
回
は
そ
の
中
の
二
見
台
ヶ
鼻
を
紹
介

し
ま
す
。
狭
い
道
を
通
り
ぬ
け
、
海
岸
に

下
り
る
と
有
名
な
二
股
岩
が
目
に
入
り
ま

す
。
海
に
は
波
食
台
が
形
成
さ
れ
、
浅
く

平
ら
な
地
形
が
沖
合
ま
で
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
平
ら
な
面
が
隆
起
し
、
海
面
よ

り
上
に
出
た
も
の
を
隆
起
波
食
台
、
そ
し

て
さ
ら
に
隆
起
が
進
み
、
数
十
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
段
丘
と
呼

ば
れ
ま
す
。
段
丘
の
平
ら
な
面
は
田
ん
ぼ

や
畑
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
台
ヶ
鼻
で
見
ら
れ
る
浅
い
波
食

台
に
は
た
く
さ
ん
の
海
の
生
き
物
が
生
活

し
て
い
ま
す
。
貝
や
ウ
ミ
ウ
シ
、
カ
メ
ノ
テ

や
フ
ジ
ツ
ボ
と
い
っ
た
潮
間
帯
の
面
白
い

生
き
物
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地学基礎講座で学ぼう！！

ジオパーク新規講座　

平成30年1月開講

　佐渡の教材で岩石や化石の見分け方、

地質の事象を学んでみませんか！

日時（４回コース）

　平成30年１月12日（金）、１月19日（金）

　１月26日（金）、２月２日（金）

※いずれも時間は、午後６時30分～７時30分

会場　トキのむら元気館

　　　（新穂瓜生屋362番地1）

募集人数　20人（中学生以上）

内容　中学校理科で学習する地学の内容

講師　相田　満久

　　　（ジオパーク推進室推進指導員）

受講料　無料

申込期限　12月28日（木）

※お電話でお申し込みください。

　教育委員会社会教育課ジオパーク推進室

　（畑野行政サービスセンター内）

　☎６６―４１６０

岩山を突き抜ける岩脈（左）

寄付金を贈呈する八幡小学校の皆さん

見
ど
こ
ろ
満
載　

台
ヶ
鼻
（
自
然
探
究
講
座
で
発
見
！
）

か
さ
い
り
ゅ
う
た
い
せ
き
ぶ
つ

　産業観光部農業政策課　トキ保護係

　（トキ交流会館内）☎２４―６０４０

ご寄付ありがとうございました

　八幡小学校５・６年生の皆さんから、総合的

な学習の中で米作りに取り組み、文化祭で収穫

された米を販売して得られた収益の一部をトキ

環境整備基金にご寄付いただきました。

　トキの餌場や生育環境の整備など、トキの野

生復帰のために活用させていただきます。

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記

80

157
トキ野生復帰にむけてトキ野生復帰にむけて
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鶴
子
銀
山

(17)
　
山
師
　
秋
田
権
右
衛
門

　

慶
長
期
（
１
５
９
６
〜
１
６
１
５
）
、

20

カ
所
以
上
稼
が
れ
て
い
た
鶴
子
の
御

直
山
（
幕
府
直
轄
の
銀
山
）
は
、
元
和
期

（
１
６
１
５
〜
２
４
）
に
は
百
枚
間
歩
と

仕
出
喜
間
歩
の
２
カ
所
に
激
減
し
て
い
ま

し
た
。

　

寛
永
10
（
１
６
３
３
）
年
、
出
羽
の
秋
田

か
ら
一
人
の
山
師
が
佐
渡
に
渡
っ
て
き
ま

し
た
。
名
前
を
秋
田
権
右
衛
門
と
い
い
、

秋
田
城
主
の
佐
竹
家
に
仕
え
て
い
ま
し

た
。
佐
竹
家
は
、
元
々
常
陸
54

万
５
千
石

余
を
治
め
、
領
内
の
銀
山
開
発
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
関
ケ
原
の
戦
い
で
上
杉
景

勝
と
結
び
豊
臣
方
に
属
し
て
い
た
た
め
、

秋
田
20

万
５
千
石
に
移
封
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、秋
田
で
も
院
内
銀
山
を
は
じ
め

多
く
の
銀
山
を
開
発
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う

な
背
景
か
ら
、権
右
衛
門
の
山
師
と
し
て
の

能
力
は
非
常
に
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

相
川
金
銀
山
に
来
た
権
右
衛
門
は
、
有
力

な
山
師
に
仕
え
て
い
ま
し
た
が
、
の
ち
に
そ

の
名
跡
を
継
ぎ
、
鶴
子
銀
山
の
ふ
も
と
の
西

野
に
移
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
を
拠

点
と
し
て
、
慶
安
２
（
１
６
４
９
）
年
、
仕
出

喜
沢
・
屏
風
沢
の
間
歩
に
煙
貫
や
水
貫
坑
道

を
掘
る
こ
と
を
佐
渡
奉
行
所
に
願
い
出
て
、

本
格
的
な
再
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
仕
出
喜
間
歩
で
有
力
な
鉱
脈

を
掘
り
当
て
、
承
応
元
（
１
６
５
２
）
年
か
ら

万
治
元
（
１
６
５
８
）
年
に
か
け
て
、
日
々
数

万
両
を
稼
い
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

11

月
10

日
発
行
「
市
報
さ
ど
11

月

号
（
№
１
６
５
）
」
の
19

ペ
ー
ジ（
下
段

15

行
目
）に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤　

水
田
与
右
衛
門

正　

水
田
与
左
衛
門

　

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
63

―
５
１
３
６

　私が片野尾に着任してから、もう半年が経ち

ました。その間、休耕田再生の取り組みを主と

して、水産物の販路拡大を試みたり、また片野

尾の景観を活用した「何か」を考えたりできた

時間を過ごさせていただきました。

　稲の収穫が終わったこの秋、片野尾で採れる

農作物や魚介類と、土地と景観を全部一つにし

て、しんなりと煮込んで「何か」を作ろうと新

たなアイデアが浮かび始め、地域の方々はもち

ろん、島内の知人にも話しをしたところ、複数

の点となってそれぞれの思いが表れ始めていま

す。やがてそれらの点が線で繋がったとき、片

野尾から佐渡全体に「ちょっとした風が吹くの

かなぁ」などと想像しながら、これからもしん

なりと頑張ります。

お
ん

し　

で　

き

び
ょ
う
ぶ

じ
き

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

屏風沢の間歩

片野尾地区担当　高杉　正哉

美しい海岸線の片野尾

産業観光部地域振興課

地域振興係　☎６３―４１５２

～地域の魅力をサポートします～

われら地域おこし協力隊

片野尾から佐渡全体に
　　　　　　　　　　　　ちょっとした風を願い！
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「金融機関の通帳を見せて！？」

～警察をかたった不審電話にご注意～

お問い合わせ　消費生活センター（平日）午前９時～午後４時　　☎５７－８１４３

消費者ホットライン　

☎１８８（嫌や！泣き寝入り）
い　や　や いや

　
電
話
で
警
察
な
ど
の
公
的
機
関
を
か
た
り
、
預
金
等
の
個
人
情
報

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
は
不
審
電
話
の
増
加
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
慎
重
に
対
応
し
ま

し
ょ
う
。

　
不
安
に
感
じ
た
り
対
応
に
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

ふ
る
さ
と
再
発
見
の
旅
「
団
体
佐
渡
旅
行
」！

　

10
月
６
日
㈮
か
ら
２
泊
３
日
の
行
程
で
、
第
12
回
ふ
る
さ
と
再
発
見
の
旅
「
団
体

佐
渡
旅
行
」
を
実
施
し
、
首
都
圏
佐
渡
連
合
会
の
会
員
を
中
心
に
58
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

旅
行
テ
ー
マ
は
、「
佐
渡
の
不
思
議
発
見
！
ジ
オ

パ
ー
ク
め
ぐ
り
と
佐
渡
金
銀
山
探
訪
」で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
め
ぐ
り
で
は
、「
相
川
金
銀
山
エ
リ

ア
」「
西
三
川
エ
リ
ア
」「
小
木
半
島
エ
リ
ア
」
を
見

学
し
、
佐
渡
の
大
地
が
日
本
列
島
や
日
本
海
の
誕

生
に
つ
な
が
る
こ
と
、
雄
大
な
”
大
地
の
遺
産
“
を

佐
渡
の
自
然
景
観
と
し
て
観
る
こ
と
が
で
き
る

コ
ー
ス
で
し
た
。

　

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
は
佐
渡
の
観
光
資
産
と
し
て

益
々
注
目
さ
れ
る
テ
ー
マ
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

ガ
イ
ド
の
丁
寧
な
説
明
も
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、「
椿
尾
能
楽
石
工
の
里
の
会
」
の
ご
好
意
で
六
地
蔵
七
観
音
な
ど
を
見
学

し
、
石
仏
づ
く
り
の
歴
史
が
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
諏
訪
神
社
で
「
薪
能
」
を
観
賞
し
、
充
実
の
旅
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
さ
ま
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
：
首
都
圏
佐
渡
連
合
会
観
光
部
会
長　

名
畑　

榮
雄
）　

首
都
圏
情
報
コ
ー
ナ
ー

沢崎地区でのガイドによる

熱意のある説明

【
相
談
事
例
】

　
　

警
察
を
名
乗
る
人
か
ら
電
話

が
あ
り
、
「
通
帳
か
ら
５
０
０

万
円
を
勝
手
に
引
き
出
さ
れ
る

と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
暴

力
団
が
関
係
し
て
い
る
よ
う

だ
。
あ
な
た
の
通
帳
を
確
認
し

た
い
。
こ
れ
か
ら
お
宅
へ
伺
う

の
で
通
帳
を
用
意
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。

○
公
的
機
関
の
職
員
が
、
電

話
で
「
通
帳
な
ど
を
見
せ

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
自
宅
を
訪
問
す
る
と
言

わ
れ
た
場
合
は
、
確
認
の

た
め
、
公
的
機
関
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

○
不
審
な
電
話
に
は
、
留
守

番
電
話
機
能
や
番
号
表

示
機
能
を
活
用
し
て
対

策
を
し
ま
し
ょ
う
。

つ
ば
き  

お   

の
う 

が
く 

い
し 

く

編集後記

　 あっという間 に雪 の

シーズン到来。冬支度は

お済みでしょうか？

　雪が降ると通勤は大変

になりますが、冬ならでは

の景色や遊びを楽しむこ

とができます。

　寒くなるとコタツにミカ

ン が日課となる私です

が、子どもたちと元気よく

外で遊び、冬を越したい

と思っています。

　皆さんもよい冬をお楽

しみください。（T・S）
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戸籍の窓
10.18～11.13届出

地  区  名 住  所  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう

地  区  名 住  所  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

崇慈

樹生

圭輔

寿男

歩

佑介

将海

大樹

唯人

和也

繁

俊彦

大輔

正明

両　津

　〃

　〃

　〃

相　川

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

金　井

両津夷

梅津

潟端

原黒

相川小六町

河原田本町

市野沢

八幡

石田

石田

市野沢

中原

長木

泉

（ひろと）

（ようた）

（みずか）

（たかふみ）

（ひまわり）

（みなと）

（がいる）

（あおと）

（じゅに）

（しずく）

（みのり）

（かえで）

（みひろ）

（あやえ）

山　本　大　翔

髙　橋　陽　太

時　田　みずか

菊　池　鷹　文

和　田　向日葵

古　林　水　翔

岩　﨑　凱　瑠

池　　　葵　叶

渡　辺　珠　愛

友　崎　　　雫

齋　藤　みのり

本　間　　　楓

中　村　美　洸

北　見　采　恵

87

95

89

84

90

83

100

95

88

86

87

79

63

75

80

92

83

79

79

90

81

93

96

93

94

81

88

77

70

83

76

89

77

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

加茂歌代

春日

加茂歌代

下久知

両津夷

東鵜島

両津湊

月布施

長江

加茂歌代

椿

野浦

加茂歌代

歌見

白瀬

北松ケ崎

両津湊

河崎

両津湊

野浦

相川紙屋町

相川羽田町

入川

北狄

達者

相川鹿伏

北狄

稲鯨

真光寺

青野

河原田諏訪町

東大通

沢根

10.17

10.19

10.24

10.27

10.28

10.29

10.30

10.30

11.1

11.2

11.3

11.3

11.5

11.8

11.8

11.10

11.10

11.11

11.13

11.13

10.19

10.21

10.22

11.1

11.4

11.10

11.11

11.13

10.19

10.20

10.22

10.25

10.26

11.1

11.3

11.3

11.6

11.11

10.21

10.21

10.23

11.1

11.11

11.12

10.26

10.30

10.18

10.19

10.20

10.28

11.3

11.13

10.24

11.5

10.24

11.2

11.4

11.13

10.17

10.19

11.1

11.2

11.11

11.6

11.7

11.8

11.9

90

79

82

84

81

93

90

93

78

81

68

85

104

84

73

82

80

73

55

93

87

85

98

86

96

93

86

65

95

90

89

96

85

91

佐和田

　〃

　〃

　〃

　〃

金　井

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

小　木

　〃

　〃

　〃

羽　茂

　〃

　〃

　〃

　〃

赤　泊

　〃

　〃

　〃

山田

石田

中原

鍛冶町

河原田諏訪町

泉

金井新保

大和

金井新保

大和

吉井

新穂皆川

新穂瓜生屋

長谷

寺田

目黒町

丸山

寺田

宮川

下黒山

西三川

小木町

小木町

小木強清水

宿根木

羽茂大橋

羽茂大橋

羽茂大橋

羽茂本郷

羽茂大橋

徳和

上川茂

南新保

大杉

10.9

10.16

11.2

11.3

10.26

10.11

10.16

10.17

10.19

10.27

11.4

11.4

11.8

10.25

11.8

10.9

10.12

10.12

10.16

10.16

10.29

10.28

11.1

11.2

10.30

11.3

10.7

10.19

知宏

裕志

直紀

直紀

明

明

大輔

直人

基勝

永吉

敏行

勇太

祐希

忠幸

金　井

新　穂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

真　野

　〃

羽　茂

赤　泊

中興

下新穂

新穂瓜生屋

新穂瓜生屋

上新穂

上新穂

新穂長畝

寺田

畑野

宮川

真野

田切須

羽茂本郷

下川茂

 

（とわ）

（さく）

（だい）

（けん）

（あいく）

（あれい）

（おと）

（じん）

（けんし）

（ゆうしん）

（みゆ）

（そら）

（ちかは）

（ゆうな）

市　橋　采　和

本　間　作　徠

藤　田　　　橙

藤　田　　　柑

中　村　藍　来

中　村　藍　伶

須　田　　　音

本　間　　　迅

小　田　拳　士

余　湖　悠　進

佐々木　美　結

佐々木　蒼　空

藤　井　新　花

風　間　優　那

 

中　原　キ　ミ

齋　藤　一之助

石　塚　則　男

猪　股　妙　子

計　良　昭　吉

坂　田　ヒナ代

坂　井　キ　ヌ

三　浦　ハルミ

小　菅　佐賀美

中　川　肇　鴻

氏　田　静　雄

羽　豆　正　義

池　田　宏　樹

石　塚　和　子

稲　村　道　夫

菊　池　七　郎

齋　藤　ノ　ブ

丸　田　千　秋

山　田　正　二

山　本　時　子

中　川　嘉壽雄

辻　　　ヨシ子

計　良　甚太郎

佐　藤　タ　ズ

和　倉　フ　ミ

仲野間　　　強

北　見　一　夫

村　岡　長　雄

田　中　康　雄

池　　　美惠子

玉　木　丈　久

佐々木　次　一

伊　藤　　　弘

髙　野　良　雄

名　畑　道　雄

本　間　福　治

今　　　三　郎

伊　藤　亘　衛

髙　橋　キヨノ

渡　辺　ミ　ヨ

岩　見　作次郎

風　牧　千　代

水　口　新　英

野　㞍　良　信

渡　部　セ　ツ

堀　口　ハツヱ

石　川　　　隆

今　井　勝　治

長　嶋　ノ　リ

長　島　和　子

田　中　行　雄

余　湖　敏　彦

臼　杵　静　枝

佐々木　嘉　長

橋　本　美千代

長　嶋　正　憲

佐　藤　義　廣

柴　田　ス　ヘ

中　川　ユ　リ

橋　本　泰　穗

中　原　義　信

藤　井　　　操

藤　井　正　典

山　田　清　一

風　間　力　子

木　村　　　晟

川　内　ミ　ヨ
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お問い合わせ

　市民福祉部市民生活課健康推進室

　健康増進係　☎６３―３１１５

栄養バランス

の良い食事に

ついて楽しく

学びました！

　島内の学校でさまざまな食育活動の取り組みを

しています。

　９月は、羽茂高等学校の秋季学園祭で「食育展

～食生活の診断にチャレンジ～」と題し、高校生

が一日に必要な食事量や健康な食生活について学

んでいただきました。食事の展示やクイズを通し

て、栄養バランスの良い食事をとる大切さを学

び、生徒会が選ぶ「クラブ展」第1位に選ばれるほ

ど、感心が高く、日ごろの食事を見直すきっかけ

になりました。

　また11月の佐渡中等教育学校の文化祭では、５

年生による食の調査結果から睡眠や間食について

の展示があり、みんなで食育について考える場と

なりました。

　今後も育ち盛り世代の学生への食育活動を続け

ていきます。

    食育について考えよう！
食育活動頑張っています

両津図書館寄贈図書

真野図書館寄贈図書

　「チャリティゴルフ大会」の収益金から「図

書の充実」に使ってほしいと、両津図書館と真

野図書館にご寄付をいただきました。

　今年は、89冊の児童書などを購入しました。

佐渡ゴルフ連盟から寄贈！ ご寄付いただいた児童書

「おばけやさん」(７巻)偕成社

「あさきゆめみし」(全10巻)講談社

「わかる！取り組む災害と防災」（全５巻）帝国書院

「うみのかくれんぼ」(全３巻)金の星社

「ごみゼロ大作戦！めざせ！Ｒの達人」(全６巻)  ほか
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図書館だより図書館だより

資料紹介たくさんの本が

待ってます！

ご寄付ありがとう

ございました

市報さど　平成29年12月号23

「佐渡の石仏～佐渡島内石仏・石塔など集大成～」

祝勇吉 著　両津高校・佐渡中等教育学校同窓会

「石楠会」 発行

　バイク７台を乗りつぶ

して調査した佐渡の石造

物群、総数４万基の記録。

※今年度「新潟出版文化賞大賞」に輝きました。



　平成30年１月１日からカードがなければ島民
割引は受けられなくなります。
　航路利用の際は、忘れずに佐渡市民サービス
カードをご持参ください。
お問い合わせ　産業観光部交通政策課

　　　　　　　交通対策係　☎６３―３１８４

　アドレス sado@mpx.wagmap.jp に空メールするか、
QR コードで読み取ってください。
 迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず

「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。
お問い合わせ　総務部総務課広報戦略室

　　　　　　　情報政策係　☎63-5139

佐渡航路の島民割引を受ける場合は、
「佐渡市民サービスカード」が必要です

佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

イベント・くらしの情報

新潟県よい歯の運動で「優秀園」に選ばれました新潟県よい歯の運動で「優秀園」に選ばれました
あいかわ幼稚園  みんなでむし歯ゼロ運動！

　消防本部では、学童期の防火教育の

一環として、市内の小学生から火災予

防ポスターの図案を募集しました。

　今回は54作品の応募があり、10月

15日に開催された消防ふれあい広場

において、ご来場いただいた皆さまか

らの投票と厳正な審査によって最優秀

賞作品が決定しました。

　最優秀賞作品は、消防本部オリジナ

ルポスターとして市内の学校や店舗な

どで掲示していただいています。

※入賞作品は、市消防本部ホームページで

ご紹介しています。

　あいかわ幼稚園は、園児や保護者、地域の歯医者さんと協力しながら歯磨き指導や仕上げ磨きなど、むし歯ゼロ
運動に頑張って取り組んでいます。
　また、おやつも「するめ」や「おしゃぶり昆布」の機会を増やすなどして、かむことの大切さを園児たちに伝えてい
ます。
　その活動が認められ、昨年度は優良賞、今年度は優秀賞を受賞し、また、
「優秀園」として表彰されました。
　今後もよい歯を保ち続けるよう、家庭や地域でむし歯ゼロの輪を広げてほ
しいですね。

　市の未就学児のむし歯は、県内で最も多い状況です。
　子どもの歯を守り、健やかな成長を応援するために、今年度から「さど
歯っぴーキッズプロジェクト」を立ち上げ、むし歯予防に取り組んでいます。

お問い合わせ

お問い合わせ みんなでむし歯ゼロに取り組んでいます

オリジナルポスターで「火の用心火の用心」

火災予防について、家族で話し合いましょう！

最優秀賞（低学年の部）

両津小学校3年  栁澤 直輝さん

「火さいほうちきをつけよう」

最優秀賞（高学年の部）

両津小学校5年  小林　灯さん

「出かける前にかくにんした？」　消防本部予防課　☎５１―０１２３

市民福祉部子ども若者課 子育て支援係　☎６３―３１２６

■発行・編集　佐渡市役所 総務部総務課広報戦略室　広報広聴係
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